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環
境
省
は
九
月
十
七
日
、

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
た
環
境
配
慮
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
新
た
に
東
京
都
市
圏
に

お
け
る
環
境
対
策
の
モ
デ
ル

閣
議
決
定
に
先
立
ち
社
会

資
本
整
備
審
議
会
の
三
村
明

分
析
方
針
を
ま
と
め
た
。
地

球
温
暖
化
、
物
質
循
環
、
大

気
環
境
（
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
）
の
三
分
野
で
高
効
率
空

調
・
給
湯
・
家
電
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
・
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
対
策
効

夫
会
長
（
新
日
鐵
住
金
㈱
相

談
役
名
誉
会
長
）
と
交
通
政

策
審
議
会
の
淺
野
正
一
郎
会

長
（
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究

機
構
国
立
情
報
学
研
究
所
名

誉
教
授
）
は
九
月
十
四
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同

庁
舎
三
号
館
で
太
田
昭
宏
国

交
相
に
第
四
次
計
画
に
関
す

る
答
申
を
手
渡
し
た
。
両
審

議
会
は
六
月
三
日
の
諮
問
を

受
け
て
現
行
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
い
た
。

新
計
画
で
は
社
会
資
本
整

果
を
評
価
・
検
証
す
る
。

同
省
は
昨
年
八
月
に
「
二

〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

を
契
機
と
し
た
環
境
配
慮
の

推
進
に
つ
い
て
」
を
ま
と
め

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
立

備
が
直
面
す
る
構
造
的
課
題

と
し
て
①
加
速
す
る
イ
ン
フ

環
境
研
究
所
な
ど
の
協
力
を

得
て
東
京
都
市
圏(

東
京
都
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川

県
）
を
対
象
に
二
〇
二
〇

年
、
二
〇
三
〇
年
、
二
〇
五

〇
年
に
お
け
る
環
境
対
策
の

効
果
と
経
済
へ
の
影
響
を
既

ラ
老
朽
化
②
脆
弱
国
土
（
切

迫
す
る
巨
大
地
震
・
激
甚
化

す
る
気
象
災
害
）
③
人
口
減

少
に
伴
う
地
方
の
疲
弊
④
激

化
す
る
国
際
競
争
│
│
の
四

存
の
複
数
モ
デ
ル
を
連
携
さ

せ
て
定
量
的
に
分
析
す
る
。

ま
た
文
部
科
学
省
や
海
洋
研

究
開
発
機
構
と
協
力
し
、
東

京
湾
臨
海
部
で
緑
地
の
有
無

に
よ
る
気
温
や
風
の
流
れ
方

な
ど
の
分
析
に
着
手
す
る
。

環
境
対
策
の
う
ち
地
球
温

暖
化
分
野
の
家
庭
・
業
務
部

門
で
は
高
断
熱
住
宅
・
建
築

物
（
新
築
・
既
築
改
修
）
、

高
効
率
空
調
、
高
効
率
給
湯

(

Ｃ
Ｏ
２

冷
媒
Ｈ
Ｐ
給
湯
器
、

点
を
指
摘
。
そ
の
う
え
で
①

集
約
・
再
編
を
含
め
た
既
存

施
設
の
戦
略
的
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
②
既
存
施
設
の
有
効
活
用

（
賢
く
使
う
取
り
組
み
）
③

社
会
資
本
の
目
的
・
役
割
に

応
じ
た
選
択
と
集
中
の
徹
底

│
│
な
ど
の
基
本
方
針
を
打

ち
出
し
た
。
と
く
に
建
設
投

資
の
減
少
に
伴
い
若
年
者
の

不
足
や
高
齢
化
が
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な

賃
金
水
準
の
確
保
、
社
会
保

険
へ
の
加
入
、
改
正
品
確
法

に
よ
る
取
り
組
み
な
ど
を
徹

底
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
女
性

の
活
躍
促
進
や
時
限
的
措
置

と
し
て
外
国
人
の
活
用
な
ど

に
力
を
入
れ
る
。

重
点
目
標
は
①
社
会
資
本

の
戦
略
的
な
維
持
管
理･

更

新
②
災
害
特
性
や
地
域
の
脆

弱
性
に
応
じ
た
災
害
リ
ス
ク

の
低
減
③
人
口
減
少･

高
齢

化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
形
成
④
民
間
投

資
を
誘
発
し
、
経
済
成
長
を

支
え
る
基
盤
強
化
│
│
の
四

項
目
を
掲
げ
た
。
目
標
達
成

に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
①
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ

イ
ク
ル
の
構
築
に
よ
る
安
全

・
安
心
の
確
保
と
ト
ー
タ
ル

潜
熱
回
収
型
給
湯
器
、
燃
料

電
池
、
太
陽
熱
温
水
器
、
高

効
率
ボ
イ
ラ
）
、
高
効
率
照

明
、
高
効
率
家
電
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
都
市
コ
ン

パ
ク
ト
化
に
伴
う
未
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
・
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
高
効
率
熱
電
併
給
、
エ
ネ

転
換
部
門
で
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
（
太
陽
光
・

風
力
発
電
）
な
ど
が
モ
デ
ル

分
析
の
対
象
と
な
る
。
資
源

コ
ス
ト
縮
減
・
平
準
化
の
両

立
②
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の

向
上
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業

の
競
争
力
強
化
③
巨
大
地
震

・
津
波
や
大
規
模
噴
火
に
対

す
る
リ
ス
ク
の
低
減
④
激
甚

化
す
る
気
象
災
害
に
対
す
る

リ
ス
ク
の
低
減
⑤
災
害
発
生

時
の
危
機
管
理
対
策
の
強
化

⑥
美
し
い
景
観
・
良
好
な
環

境
の
形
成
と
健
全
な
水
循
環

の
維
持
・
回
復
│
│
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

具
体
的
な
目
標
値
を
み
る

と
、
気
象
災
害
リ
ス
ク
の
低

減
で
は
下
水
道
に
よ
る
都
市

浸
水
対
策
達
成
率
を
現
行
の

五
六
％
か
ら
六
二
％
に
引
き

上
げ
る
。
ま
た
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
で
は
汚
水
処
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た

都
道
府
県
構
想
策
定
率
を
二

％
か
ら
一
○
○
％
、
高
齢
者

・
障
害
者
・
子
育
て
支
援
施

設
を
併
設
す
る
百
戸
以
上
の

公
的
賃
貸
住
宅
団
地
の
割
合

を
一
九
％
か
ら
二
五
％
、
健

全
な
水
循
環
の
構
築
で
は
汚

水
処
理
人
口
普
及
率
を
八
九

％
か
ら
九
六
％
、
温
暖
化
対

策
で
は
下
水
汚
泥
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
率
を
一
五
％
か
ら
三
○

％
に
高
め
る
方
針
だ
。

循
環
分
野
で
は
建
築
物
の
長

寿
命
化
、
大
気
環
境
（
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
）
分
野
で
は

建
物
排
熱
削
減
な
ど
の
対
策

効
果
を
検
討
し
て
い
く
。

分
析
に
あ
た
っ
て
同
省
は

学
識
経
験
者
や
民
間
事
業
者

な
ど
か
ら
な
る
「
持
続
可
能

な
東
京
都
市
圏
づ
く
り
に
関

す
る
懇
談
会｣(
仮
称)

を
設

け
、
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
て
今
年
度
末
に
検
討

結
果
を
ま
と
め
る
考
え
だ
。
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政
府
は
九
月
十
八
日
、
今
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
第
四
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
を
閣
議
決
定

し
た
。
新
た
に
社
会
資
本
の
戦
略
的
維
持
管
理
・
更
新
な
ど
四
つ
の
重
点
目
標
に
基
づ
く
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
定

め
、
計
画
達
成
に
向
け
た
数
値
指
標
を
明
示
し
た
。
緊
急
課
題
で
あ
る
災
害
リ
ス
ク
の
低
減
で
は
下
水
道
に
よ
る

都
市
浸
水
対
策
達
成
率
な
ど
の
一
層
の
向
上
を
め
ざ
す
。
ま
た
社
会
資
本
整
備
を
支
え
る
担
い
手
・
技
能
人
材
の

安
定
的
な
確
保
・
育
成
や
現
場
の
生
産
性
向
上
へ
抜
本
的
な
構
造
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。
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